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COCNフォーラム2019

1. テーマの目標とプロジェクトの出口
1.1 テーマの目標とプロジェクトの出口 →政府施策の強化に資する
1.2 「さあ、始めよう！」

2. 報告のポイント
2.1 国内外の事例からの我が国への示唆
2.2 「Society5.0」を実現するモデル都市実証
2.3 2025大阪・関西万国博覧会
2.4 スマートシティ実現に向けた課題
2.5 必要な制度整備及び規制改革
2.6 リファレンスアーキテクチャモデルの活用
2.7 デジタルスマートシティのアーキテクチャ全体像

3. 産官学公民の役割分勖
4. 取組みのロードマップ
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1. デジタル革命の世界競争
 デジタル変革の規模とスピードで海外との遅れが拡大

2. スマートシティこそ主戦場
 喫緊に政策投資と制度改革を総合的に集中する必要性

3. モデル都市での実証
 市民を中心とした持続性のある都市を実現する
 Society5.0を実感できる都市を実現構築する
 欧米や中国の大規模先進的な取り組みを視野に入れ、日本の競

争力を創出する
 2025大阪・関西万博にスマートシティを導入

4. スマートシティ実現に向けて
 できるところから始めていく姿勢が大事

報告の全体像
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デジタル革命の世界競争(2.1 国内外の事例からの我が国への示唆)
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本文

モデル都市での実証(2.2「Society5.0」を実現するモデル都市実証)
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スマートシティ実現に向けて: 解くべき課題群
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本文

スマートシティ実現に向けて:アーキテクチャ全体像
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第二部への論点：個別分散協調型を目指す(以下私見混入)
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← 米国、中国企業の指向する一者統括型ではなく
プラットフォーマーにProfileやoperation dataが蓄積するのは日本、欧州ではＮＧ
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相互接続者
(IoT connector)は、
｢繋ぎ役｣に徹する

分散協調型：各者の独自性を尊重した相互接続
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日本のものつくり企業群

能動的接続選択を
可能にする分散協調型
アーキテクチャ
• ものつくり企業の
ノウハウ流出を防ぎ
• プライバシー・

人権を保護する
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Cyber/Physical/Domainの階層化・関連付け・権限明確
化

独自性尊重のための階層的管理の必要性
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役割分担
• 政府・自治体
• 民間企業
• 大学等
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相互接続：具体的実践を通じて大局観を醸成

10

例えば防災分野

デジタルスマート化は機会（Opportunity）であるとともに、
その遅れは都市の発展を阻害するという脅威（Threat)にもなる

IoT Connector

データ解析力向上

繋ぐことによる
価値創造を
学んでいく

中核推進組織
リビングラボ
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